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2)フ レ ックス ポイ ン ト⑧ 「ネオ」 の毒性 に関

す る研究

○佐藤 穏子

(奥羽大-歯 ・歯科保存)

(目 的)プ ラスチ ックポ イン トであ るフ レッ

クス ポ イ ン トR「 ネオ 」(FP)の 為 害 性 を調 べ る

ため,ラ ッ ト皮下 結合 組織へ の埋入試験 細胞毒

性試験 お よび ポイ ン トか らの無機質溶 出試験 を行

い,ガ ッタパ ーチ ャポ イ ン ト(GP)と 比 較 検討

した。

(材料 および方法)皮 下組織 へ の埋 入試験 には

ウ ィス ター系 雄性 ラッ ト12匹 を用 い,FPとGPを

背 部皮 下組織へ埋 入,通 法 に従 ってパ ラフ ィン包

埋後,連 続切片 を作製 して光 学顕微鏡 にて組織学

的 に観 察,炎 症性 反応 をス コア化 して比較検討 し

た。 検 定 に はMann-WhitneyU-testを 用 い,有

意水準5%と した。細胞毒性 試験 には ラ ッ ト皮膚

線 維芽 細胞 を用 い,FP,GPを1,2お よ び4週

間浸 漬 した10%FBs含 有DMEMに て1,2お よ

び3日 間培養後,CellCountingKitを 用 いて450

nmに お け る 吸 光 度 を 測 定 し た。 検 定 に は

Student'st-testを 用 い,有 意 水 準5%と した。

ポ イ ン トか らの 無機 質 溶 出試験 は滅 菌蒸 留 水48

mlにFPお よ びGPを12本 ず つ浸 漬 し,1,2お よ

び4週 間静置 した もの を試験 液 と した。誘導結合

プ ラズマ発光 分光 分析 装 置 を用 いてBa,Zn,Bm,

Feお よ びMgの 溶 出金属 量 を測 定 した。検 定 には

Student'st-testを 用 い,有 意 水準5%と した。

(結 果)埋 入試験 では出血 はすべての条件 で



有意差が認め られず,炎 症性細胞浸潤の項 目では

すべての条件で有意 にFPが 良い結果 となった。

被包形成では有意にGPの ほうが厚みがあり,FP

の強い異物反応は認め られなかった。細胞毒性試

験でFPは コン トロール と比較 して有意差 は認め

られなかった。ポイン1・からの無機質溶出試験に

おいて有意差 はBaお よびZnで 認め られたが,Bi,

Feお よびMgの 溶出量はごく微量で有意差は認め

られなかった。

(考察および結論)ラ ット背部皮下結合組織へ

の埋入試験においてGPの 組織刺激性が強いこと

が考 えられ る。細胞毒性試験 においてFPを 浸漬

した培地では,ポ イン トからの溶出物質による培

養細胞の増殖に対 しての影響はないと考 えられる。

ポイン トからの無機質溶出試験においてFPか ら

はZnの 溶出はなく,Baの 溶出量も微量だったため,

組織や細胞へ影響 を与えるほどではなかったと考

えられる。以上の結果か らGPと 比較 して本研究

で使用 したFPは より安全な根管充填材であるこ

とが示唆された。


